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はじめに

墨田区教育委員会では、 「音楽都市づくり」の一翼を担うた

めに、区立幼稚園、小学校、中学校の音楽教育の充実と音楽好

きの感性豊かな子供たちの育成に力を注いでいるところでござ

います。

このたび、その一環として区内全幼稚園、小・中学校の校歌

集を作成いたしました。各学校（園）には、それぞれの独自の

校風がありますが、それは先輩方の長年にわたる努力によって

培われたものであります。その象徴が校歌であり、子どもたち

は、校歌を口ずさみながらそれを自覚し、より良い校風をつく

っていこうとする態度が養われていくと思います。

そのような時、この校歌集を各学校（園）の教職員の皆さん、

子どもたちが活用していただければ幸いです。

おわりに、この校歌集の作成にあたりご尽力いただきました

先生方、特に学校事務相談室、指導室分室の先生方に心から感

謝いたします。

平成5年9月

墨田区教育委員会教育長

川本 進
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● 甲 ■■
■ 甲

、

~

--二-三．‐･雀. 〃･雫一一二一-- 雪P－~-. -.弓と=二二.1-三三_..=r--竜二 ~ r ‘ ｡： ‘ '． ,

詔回 一・ ‐－q－－－‐ ＝■ ｰ一君

c ■●F

●

〈勘牡

ら む む：ね~ ・よ おお力‘ わ－ の

－

。

を 力
も

れ を ル
ー ↓こ そ~だちゆ一 く

画

~二

■

ロ

８

１

Ｊ

凸
■
Ｔ
ｅ
■
■
子
■
■
■
■
■
マ柔

三
、
町
の
昔
を
う
た
に
き
き

栄
え
伸
び
ゆ
く
商
工
の

~
巣
立
ち
~
~
の
庭
坐
新
上
．
い

噌
茨
東
京
を
背
負
い
瀧
~
裁
わ
れ
ら
言
間
小
学
綾

二
、
一
人
一
人
が
は
げ
み
あ
い

明
日
を
夢
み
る
友
情
の

花

咲

く

窓

よ

言

問

は

自

律

の

気

風

美

し

く

希
望
ゆ
た
か
に
み
ち
わ
た
る

一
、
春
は
桜
の
花
か
げ
に

秋
は
柳
の
そ
よ
か
ぜ
に
~

~
ふ
く
ら
む
胸
よ
大
川
の

な
が
れ
を
友
に
育
ち
ゆ
く

わ
れ
ら
若
鳥
文
化
の
子

’

－6－
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学､校校歌
T電 ･1‘

小小
、且匂

梅

高~野辰之作詞

島崎赤太郎校正

佐藤豊吾:作曲
EU

摘…誌二一
Lgo－も

…秒ざ甑'6”‐ ． 、 ‐ “, ．,％､.噸.;－窪... .＝”””膨 ‘『･･ ･ザ、島.ヱー'．． 『､腰L､. ‐ ‐､~.‐ 切靭”

うゆきか典ちも恥ふれ ふれ

型 Wyg~r膠

てに．し－にしかわなすふだの

M ~？ －二二

売るﾞ IL 。 N匡一冠 一尾 l 】一』． 』 , － い－．－．．・‐一一一． 、 ニマ..･･－－． ．写L卜． ，F‐ 。 l‐母､亀 、冗 一ﾛ■

戸戸I一雨了戸用 ｡Fn p・曲 ・~ラー 1－．－ －．：．』一
ﾏ■ ○ L 一口■己 互 丘 ■P K r トーーー。■■■面 且一・ 、画 . 申ロー画 一

い旨■ヨヲ 1 1汀 r二＝ ＝ ． 凸竺--口 ぎひ＝ 。｡－記

尋－－－－ ．.恩.‘"画一~二:壽呼一意令冨奉鴦零曹奉冒帯ﾃｰ､弓一一v'一万rr源.漣r息f-"#青畠蕊認懲悪鋸:‐第1γ津‘:.:雫－．為： 『 ‘、 . ． ．

はたてるちびやのな童わ－力

ー

一
皐
一
．
一
垂

Lロユ､●～一一｡■け

■■
一生■罰－－句一

う
・'一百 亭ロー ‐‐4

<しき‐こ
一■ 可 争 C ■■Ⅵ 七■

q ■

な･ざ~､うづ･琴
リ

閑
ノ

や

』

句

や
『ＦＦ

Ｔ

■

勺

ケ

マ

ユ

ー
部

寺

一
、
百
鵬
千
船
行
き
通
う

隅

田

の

川

を

西

に

し

て

我
が
学
校
の
立
て
る
地
ば

名

も

美

し

き

小

海

町

二
、
富
士
と
筑
波
の
二
山
を
~
・

雄

〃

し

く

情

き

純

と

し

~

て

花
を
み
め
ぐ
り
鳥
に
闇
う

や
さ
し
き
心
兼
ね
も
た
ん

三
、
教
え
を
守
り
身
を
修
め

正

し

き

道

を

進

み

つ

つ

額
の
汗
に
食
を
得
て
国
に
づ
く
さ
ん
諸
共
に

－7－



柳島小学校校歌

三

口

~

・
三
、

凸
卓
■

〃
句
Ｉ

Ｊ
４
１

博塚篠

福･丼立彦作曲易がゐく'なが〃、にLA＝ﾉﾉﾀ）
為一 ,鶴嶬≦皇一＝ニーーーー“ ＝＝萄翁?72'.＝＝＝＝幸＝=鷺

龍
巳

r －

5F．

論う-星-刺講~エーt－学1-
T唾守 「iー1 1 ．f 、 勺．墾四 ．［盈・夕CDI

●

寸分だめながれ z二しぇ i< 飢舅いき方、おるま

=毒－－淳季 鈩騨一

臺簔
＝デー毎一

"
~

ひ

坤

散Z.にぞ厳き、 鈎卿力勢ぎり
、

な Z〆やの

’

ﾗﾝﾗﾝなｹ秀才グー万ﾁﾝﾗｼﾗ禿診秀ｦZラテン秀みち ま

ふ

み

て

ん

じ

ん

三
、
文
の
み
や
し
ろ
天
神
の

‐

し

ら

・

７

め

白

梅

の

ご

と

き

よ

ら

か

に

雁

静

み

雄

き

酔

萄

き

た

え

よ

い

こ

は

こ

こ

に

》

伽

鱗

呑

ぶ

く

？

鯏

咄

・

・

・

・

・

鄙

掌

哩

ざ

し

ｚ

た

の

し

い

わ

れ

駁

の

柳

島

、

ｅ

＆

Ｊ

、

○

叩

。

恥

」

０

り

り

、

ゆ

り

川

り

。

寺

尼

擾

蜘

そ

ら

二
、
晴
れ
て
か
が
や
製
青
空
に

。

歩

じ

れ

と

む

ず

富

士

が

根

遠

ぐ

澄

む

と

こ

ろ

諦

饗

の

ひ

と

み

か

が

や

か

し

甥

密

勺

妬

品

ぞ

港

．

・
よ
賊
こ
は
・
乙
・
こ
に
育
ち
ゆ
く

や

咽

ざ

し

蚤

た

の

し

い

わ

れ

ら

の

柳

島

低
ヴ

ー
、
す
霧
だ
の
流
れ
~
と
ご
~
し
え
に

れ

Ｄ

ｇ

Ｌ

．

。

・

歴

史

ほ

か

お

る

ま

．

癌

び

や

の

垂

ど

や

ほ

ぎ

、

わ

か

・

．

唖

・

窓

の

柳

の

若

み

ど

り

・

邑

晒

ｒ

よ

い

こ

は

こ

こ

に

学

び

ゆ

く

．

Ｐ

な

ぎ

し

聖

た

の

し

い

わ

れ

ら

の

柳

島

－8－



一一一

業 小学校校:歌
一
Ｗ
〒

北原白秋作詞

~

ドブぷソ iγ談ツ ぞゅI言惠が､ 蔦 ゞ学ぞこのかがしな

》

「
、

ソか ら A7 力● ､’きあ､鬼わ無吻ﾆラ

しよう"んし:みん~地ツね鹿~しみ入ま／ががてう談､聾

~~

ー字一曲■ー

ががぞ．＜参:”"ず~…‐－塒葱営.ベl色きた-ﾂｰﾃ』ク雲言細野~顛檸雲~ ~

激
ー一

Zべ． 一グ た ﾌご’ －し一 く

＞ー～＞ －戸一一
!’ I

’
》
）毎
つ

ー

次） んと〆毛一よ ぎ与一一－ V}

。

・

毎

ａ

・

品

鋤

年

．

凸

ふ

丁

入

踏

舵

ら

八

町

呼

弗

、

・

・

・

二

、

桜

桜

水

に

映

る

隅

田

の

春

を

業

平

我

が

核

心

量

い

れ

み

に

『

睡

人

じ

ど

１

絡

向

は

人

，

】

上

・

刊

勇

ま

し

我

等

日

本

児

童

日

本

児

童

あ

さ

ひ

に

必

が

が

や

乍

二

〆

酉

べ

、

今

朝

日

に

匂

う

輝

く

も

の

窓

辺

に

来

た

り

つ

ぬ

上

。

：

・

し

壷

Ｉ

哲

寺

』

凸

常

に

呼

く

り

正

し

く

友

よ

い

ざ

勉

め

む

ザ

ヅ

口

．

ソ

ソ

◆

。

。

０

５

崎

と

蛇

日

‐

一

寺

。

〃

川

〃

由

小

・

や

三

、

響

響

雲

に

と

ど

く

巷

の

誠

業

平

批

が

校

砿

師

珈

ｈ

句

ど

Ｐ

Ｄ

が

夕

令

じ

」

咽

哨

皆

。

、

〃

“

、

哩

品

叩

励

め

よ

我

等

独

聿

自

修

・

》

独

挙

自

修

Ｔ

－

ｂ

命

起

訴

．

。

↓

い

・

寺

年

配

Ｊ

甲

』

ご

・

・

、

。

進

み

て

強

し

輝

く

６

の

窓

辺

に

来

た

り

つ

錘

』

■

鬼

心

』

一

Ｐ

廸

記

な

、

常

に

呼

く

り

正

し

く

友

よ

い

ざ

勉

め

む

頤

器

咽

即

再

唖

叩

Ｊ

』

ゐ

ふ

や

。

。

叩

夘

Ｌ

ク

マ

Ⅷ

呼

叱

小

一

・

煙

煙

空

に

な

び

く

部

の

虹

難

ｆ

我

が

校

い
~
き
お
え
獅
拳
鑑
鍵
詠
騨
雪
・
錐
轆
心
峰

Ｐ

一

み

こ

。

・

ユ

脾

咋

釦

叩

ロ

。

ｆ

凸

一

令

、

．

学

び

て

倦

ま

じ

輝

く

も

の

窓

辺

に

来

た

り

句

加

仁

へ

一

億

些

０

画

知

』

一

常

に

呼

く

り

正

し

く

友

よ

い

ざ

勉

め

む

-畠9－



両ｼ国小学校校歌

千家尊福作詞
■

島崎赤太郎作曲

ｒ
可

I 悪.I ．:（

華蓬篝雲蓋霊碧圭垂罎望…
1.ま

2.す

な．ぴの・みI ミ毎．急‘~~－~:のひ

みだのか わみずゆ

に

は

玄じ

みて

と
､

く
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F = ■ 子 ．ー

・可 訂L●
p L

E ､ 写

哩一守君■－
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~~ ~ ~~

~ ~~

屍一手 ■ ＝

丘

■

ﾛ ﾛ
‐ 畠 ‘ ‘． ，hI 秘． r

な すべき こ と はお お－けれ ど
ー
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● い そ－しま ん』,_鯵島
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1 ． ‘...！ ,. 一._･晶鳥 熟一武‐ ． ' --.-.： ． ‐

■●

狼
一凸用

~ ~~~L・言や
~

pQ■a～■巳酌■一｡､■ 私4口､ ﾛ 写亘 h莚÷ ｡ ■■■一・一

三号誌蒔識さ姜卦圭十壼司倭一』~星
■

ぷ

ふ

をたてく

瞳， ．；=9二 ･とつ

し

ば

－をい ・や一と ま

鰯を二#鰯轄奮．:艦爵- :語ざ ．,輻

に

<

鱸言壷
〃
・
■

ｆ

甘

◆

Ｐ４号

》

壺

岫

ｄ

Ｄ

Ｌ
■

●■

１■

“

●

切

り

■

■
Ｌ

Ｆ

－
中

三
四
皿
睾
竃
』

』
一

－

－幸一ー

ニヨーーー

と
‐
・
~
だ

》

う

ん

~

）

‐

電

》

一

計

こ

さ

《

も
↓
鋤

く

ま

．に
＝■●寺 ■隼G

f

i識『

さん
由 、

れや~V:を
‘ず凸.,再2,..邑晃ゴ

ち
》
お

~

ゆ ， フ
ーー一

・ら

と
”
わ

－
Ｊ
》
０
“

つ
鑑叩
寸

もやり｡◆ 句

．＆帯
･●

蝿：~~~~~~
■ ■

F 々､
恥
■■ず"も

’

~~

】

も
い

凸
『
■

』
聖
一

◆
守
守

や

声

Ｐ

》
ａ
Ｊ
酢

Ｆ
坤
夕

『
令
凸

I

璋府。 .f､3－
一毎句■■、
0'
一一ー一←

F
O

■■守口伊詞■
T■詞

二
、
”
隅
田
の
川
水
行
く
み
て
は
~

》
ぞ

夜

昼

す

て

ず

い

そ

し

ま

ん

酌

一

部

Ｕ

－

ｒ

Ｌ

・

当

印

Ｊ

十

◆

ｑ

日

日

争

咀

。

ャ

も

ｅ

可

・

中

。

Ｕ

堀

一

富

士

と

筑

波

を

繩

仰

ぎ

て

は

●

■

ｐ

■

９

Ｄ

ｇ

ｅ

吟

凸

高

き

ぼ

調

~

れ

を

~

強

ら

わ

さ

ん

一
、
学
び
の
道
の
ひ
と
す
じ
に

。

，

乳

~

、

，

℃

~
ぽ
ず
く
ぎ
事
繊
多
腓
れ
ど

身
を
立
種
国
を
嘩
煙
と
ま
膠

~

~

共

膵

~

つ

く

さ

ん

忠

と

孝

γ

~

し

卜
早
蔀
心
辱
畿
恥
陸

タ

■

。

。
▲
Ｉ
Ｄ
守
口

【

』

ﾛ

’
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＝



千℃

横洲小学校校歌

AIlegretto' J='60～120
明かなく'希望に燃えて

作詩
作曲

巽 聖歌
渡辺浦人

陽" 画一~＝~三一三 ~

ー ■
-

--..__- － ．－－．‐.藍1．
%＝

,完一｡-＝一 ･ ･･ヒムF､蛭り．..~．､一
一一P凸一
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ちか一ろv罐＝~･瀞よ罫一･二． かわ－の~巽了雪曜あ二二ざ；一声』－
一
空

_』一一一一一一-一-－－－ －－－－－
ー一一

鯉 ’ －．－
寺 aマーー■ ■凹邑■一四FF■＝■

‘--、 ・・ ・"じゅ、T■ｻｰｰﾛｮ手 1-.己－．凸－－－－
"r :""一ﾁｬｰイ~ ~ム
ーーIL .■.■ . .

■鈩笥一a一■■ー－－■■＝ ■■ ■ ローP,PL二一コロ

ーざ丑1-‐う－…･桂一饒卜･了:､じ一めの
~~

汽固

"ず

らん：-らん-薑馬~、 。．:.;厚言:雪ﾃｰ:皇:､らん らん‐ ．． らん~らん
一凸庁 間 ■■■ｰ ■ － ■■●一■ヨロ耳 ■ や

→、~､1宝・3.らん らん

～ ~~ ~

画一●●U写6 ■±■ ﾛ■ 勺

-.‘,･ ･･､-.-CrESC
1-..卦".....‘． “一三

‘
M

~

I

| " -j I
～f1 ざロ
ーーゴや が． に

I．

÷

種
《
一
酷 う みん ななぽ で

テンポは大体J=,00位で遠足､運動会等、
として使朋の峠まノー120位とします。

行進llll
(注） 。

一
一

~~

三

に

じ

だ

郷

土

の

横

川

に

流

れ

ゆ

た

か

な

隅

田

川

ら
ん
ら
ん
：
ら
ん
~
ら
ん
~
同
~
：
ゞ

ら
ん
ら
~
丸
拙
~
ら
ん
、
ら
ん
~
芋
斡
．
噸
・
》

い
ま
に
蝋
欝
~
世
界
に
》
と
蝋
駒
汎
ら

晶

祁

。

Ｑ

，

．

歌

お

う

み

ん

な

で

、

輪

に

な

っ

て

舟

津

玲

・

勺

寺

，

．

一

凸

兵

噸

皿

玲

‐

い
ま
に
世
界
に
と
ぶ
わ
れ
ら

し
■
■

朝

だ

明

る

い

横

川

の

リ

；

~

授
業
は
ｔ
め
の
、
：
あ
の
チ
ャ
~
＃
ム

ら
ん
ら
ん
ら
ん
ら
ん

ら
ん
ら
ん
ら
ん
ら
ん

西
に
け
だ
か
い
富
士
を
見
て

学
ぼ
う
み
ん
な
で
な
ご
や
か
に

科
学
す
る
目
だ
＃
雪
の
町
に
．
剥
れ

み
ん
な
の
・
ほ
こ
聯
・
￥
横
川
桂
尹

ら
ん
ら
~
乳
“
、
ら
ん
・
ら
ん
！
↑
や
ら
ん
ら
ん
ち
ん
ら
え

４

一

凸

叩

■

０

＄

■

胸
に
帽
子
に
梅
の
花

築

こ

う

み

ん

な

で

こ

の

郷

土

０

？

Ｉ

－11－



菊川小学校校溌歌

菊11:I小学校作詞

『

』

1．－~.~．
F－－ － 砥
寺全 一。 幻

~

~

ず一か転一
,ｰ
今 一
一一一 4 4 リ 毛一
つ一みてP－

し
う
る

し
ぼ
む

つ

齢

逗Ｆ■

、
う
み
と
炉
』

一

一

一

朝
釦
７

丁

く

色

■

Ｐ

▲

ｐ

ａ

ｑ

－

み
た
と
一~巾

一

に
く
に~~

一

一

一

《

ず
か
も

が
峰
い

』

~~

r

l
l

免一

i･竜

三
、
正
則
噺
鼠
挫
く
~
処
．
諸
翁
ち
か
に

、
．
む
う
み
て
辻
季
膳
〃
行
く
と
こ
ろ

文

化

の

花

は

咲

き

か

お

る

わ

れ

ら

の

母

校

~

蕊

州

ま

一
、
昔
を
し
の
ぶ
堅
川
の

静
か
な
氷
~
に
影
う
つ
．
し
■
、
Ｂ
Ｇ
寺
室
な
げ
や

雄

々

し

く

た

て

る

学

舎

は

~

わ

れ

ら

の

母

機

菊

川

よ

〃

い

『

殉

琿

割

一

二
、
あ
か
れ
に
．
映
え
る
富
士
の
山

４

ｈ

ザ

■

~

~

~

誇

り

も

抑

高

く

は

げ

み

合

う

、
ず
あ
す
の
日
に
な
罰
~
若
草
の

露
~
叩
：
雫
だ
〃
じ
く
鴬
う
~
》
．
こ
の
戯
よ

蝿
上

８
６

－12－
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一

－

校校歌
,蟄墨．

二子．第一吾蠕ﾉj，

作詞

作曲

小川 浩

細谷一郎

上品《こ明る< (M.M=88-104) ~

ーL

l
l
l

E -－

一
寸
轆
蓬
の
空
遠
く

~

鑿

あ

ふ

れ

て

誉

教

え

花

咲

く

庭

よ

吾

嬬

森

・

筐

●

え

ゆ

か

し

き

森

か

げ

に

ま

こ

ど

・

の

光

諜

》

身

に

う

け

ん

毫
鎮
~
が
が
よ
う
雲
の
は
て

．

‘

淀

ゞ

》

。

守

凸

小

生

号

。

と
も
に
仰
ぎ
て
良
き
友
と

↑

０

．

口

１

．

。

。

、

ワ

。
、
い
む
し
む
窓
よ
隠
噛
峰
州

い

。

１

薫

る

ゆ

た

け

き

ひ

と

す

じ

の

・

文

化

の

流

れ

と

め

ゆ

か

ん

ひ

三
、
日
び
を
《
あ
ら
た
に
生
産
の

・

左

た

び

・

や

汽

笛

し

た

じ

き

：

学

舎

に

こ

~

ぞ

る

つ

ぱ

さ

よ

向

島

か

も

め

、

若

き

鴎

と

あ

ま

か

け

る

‐
~
，
~
平
和
の
道
に
、
鑑
識
れ

（

魂

・

９

~

４

）

－13－



第二吾嬬小学校校歌

野上彰作詞作liII
宅~孝二謁曲: ~ ~：

M6握虚tb..診需運.尋

当L豊愚.爽;‘…湯駐皇睾
~ ~

三三三＝＝ー圭一

~~

三三彗謹毒逹■ ぞ I

すみだのなが れ ゆたかにめ ぐ り

~

■ し■｡■ ■ ＝ ■P■B① 甲 b e ■● g△
一

一マも■圭一■一

~ I唾 = ｡ 声q

Fr…｡ Ⅱ〃一色
迫

0〕

■ト上 －．1Fマー阿宕副一コ 『-,ｺ 望む 一

のぞ銘にあ ・葱、 れ て われらはっ ど ツ

－－一■ー

~~
■

■

坐り－１

気
先

■

一
~
~

一

■

叩

~~

■

ｐ

ｇ
ｅ

■

~

~

寺

』

●
一

一
釦
が
一

ゲ
ロ

吟
一 ･虜､’一一 ・ ．‐,？･，

、ど~~~一＝一両， ． ． 。.‐． .ー~． ． ､
亘司 ｡ ■■ F ■■■■■ 甲 ■ ■一画一●－写卓戸● 一

I奄． 巳五J、 ＆

＝画一晦、

ぼこうぞだいに 少

の ず ま しよう一力
一

言つ一 一 7
一

一

刑

一

弐

匙

凸

■

■

Ｐ

』
■
■
一

再
幹
ｒ
－
ｌ
や

■
ひ
令
轄

■
ｂ

Ⅱ
Ⅱ
■
■
』
も

己

』

凸

■
一
一凶

。~ ~

~

虻
弓二勺一

一
、
隅
田
の
な
が
れ
ゆ
た
か
に
め
ぐ
り

▲
』
寸

春

の

雲

の

か

が

や

く

と

き

い

の

ち

あ

ら

た

に

の
ぞ
み
に
あ
ふ
れ
て
わ
れ
ら
は
っ
．
ど
う

母

校

ぞ

第

二

吾

婦

小

学

校

~

~~

二
、
真
理
の
道
に
正
義
の
道
に
~
・
‐

世

紀

の

旗

に

な

う

も

の

と

つ

ね

に

思

疑

鞍

為

し

ｆ

、
↑
“
』
ぼ
．
識
~
~
》

つ
ら
ぬ
き
と
お
せ
よ
~
約
~
れ
ち
の
使
楡
~
；

母
校
ぞ
第
二
吾
嬬
小
嘩
校
》
瀞
鴬

三
、
清
ら
か
に
ひ
び
く
窓
打
つ
風
も

秋

の

空

を

渡

り

鳥

の

声

の

と

お

れ

ば

心
を
ひ
そ
め
て
わ
れ
ら
は
学
ぶ

母

校

ぞ

第

二

吾

婦

小

学

校

~、

四
、
知
識
を
求
め
六
隼
を
こ
~
こ
に
＃
ｊ

聖

な

る

手

に

，

選

ば

れ

た

る

“

ず

幸

を

思

え

紫

電

が

、

、

事

~

~

劇

~

の

ｑ

『

０

＄

叺

句

歴
史
の
い
し
ず
え
，
わ
れ
ら
猫
き
ず
く

母

校

ぞ

第

二

吾

嬬

小

学

校

|－ －14－
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第三吾嬬小学稜綾歌

勝 承夫作詞

下総ゞ鏡､ノー享晋､噌作蕊

ぞら ‘ を ~ぞあお－． ．． ， ，－＝､-, .,.,や,…－．､-----1...--..,--.司竺・ 塵･'.き‘ ． ,． ． ‘， ~
-－－．－_ －: ..ざ.ﾛ d-pBロームロ巳 一･ ･･ ' ･･･~s･ "、 ． ．T， ．

あさ-のひかり のお一お

:‘澤謹.軍

~7．r､.．~鳥
フ

‐ ･イロ．グロー＋ ・弓
■ Fや .

~ ； ノ ー、とず:急げた の 一いつもこと り ~が う た

あ
げんききむねはって すすむわれらはだいさんあづま

ち1か ら皇…:一輩_の二二に
し弓諒:垂箕:蓑二宝二.‐

■ ■ 画q一一一

い
》
~
二
、
み
の
り
豊
か
な
稲
の
穂
の

る

~

光

る

校

章

わ

れ

ら

の

誇

り

・

~ａ●弓６■

舅
一
・
，
み
ん
迩
琳
囎
鐸
ｋ
~
た
ゆ
み
な
く

繊
》
一
~
~
‐
励
む
力
熱
瀧
撫
~
・
〆
第
三
吾
嬬

握

る

手

に

手

に

~

希

望

が

お

ど

る

ほ‐ -~~ :んの ~

一
、
朝
の
光
の
；
大
空
を

仰

げ

楽

し

い

小

鳥

が

歌

う

い

つ

も

元

気

な

胸

は

っ

て

進

む

わ

れ

ら

ば

第

三

菩

嬬

明

日

の

日

本

の

明

る

い

力

一
一
一
、

栄
の
歴
史
睦
う
け
つ
い
で

守
れ
校
風
鷲
窟
立
の
誓
い
~
、
~
‐
Ⅱ

町
の
気
風
鬼
拳
は
つ
ち
つ
と

勇
む
わ
戦
場
は
…
第
童
吾
嬬

行
く
手
は
・
て
を
~
ぐ
わ
れ
ら
は
進
む

【
０
ヶ
岬

L

品
｡b町

鹿
西寺p

秘、

一

魂

口

。

一
一
脾
ざ

－15－



第四吾蠕小学校校歌

第四吾嬬小学校P｡、選定
作曲 渡辺浦人

Allegr･oModeratO !明かるく元気に

』
■、

ユ

で

ろ

『■
■
ｑ
ｑ
ｑ

席

／

、

》一

■

呵
彗一

溌

菖

釣

酵

ハ

Ⅱ

。

Ｉ

ｂ

陣

戸~

、ー

J ■一

~

望

’
~~

雪

芽

～

弓
~夕しよ

、
『
ノ

一
一がっ

三
、
書
謹
編
~
家
羨
鴬
紗
ゞ

．

知

・

藤

一

勺

皇

．

・

・

教
だ
の
風
あ
た
た
か
く
吹
く

ら
〃
砧
む
め

“
花
醗
験
~
金
萌
日
を
の
ぞ
ん
で

い

そ

し

む

よ

日

ご

と

日

ご

と

を

い

ざ

友

よ

眉

あ

げ

て

み
ん
な
で
歌
お
う
第
四
吾
湘

吾

蠕

小

学

校

一
、
く
ろ
が
ね
の
い
ら
か
に
映
え
て

東

”

空

朝

日

は

の

ぼ

る

た
く
ま
し
く
サ
イ
レ
難
ぴ
び
き

空

高

熱

雲

は

流

れ

る

：
い
ざ
波
ょ
肩
な
ら
べ
：

み

ん

な

ぞ

歌

お

う

第

四

吾

嬬

吾

嬬

小

学

校

‐
註
考
〆
↓
二
、
箔
概
は
高
く
は
ば
た
き
篭
、
~

吾

嬬

の

森

~

力

み

な

ぎ

喝

荊

《

~

春
秋
を
重
ね
て
こ
こ
に
・
~
一
電
~
、

４

？

．

●

』

』

、

由

蝿

ｐ

ｄ

晶

目

も

は

墨

か

誇

れ

》

~

↑

の

~

剛

~

~

~

い

ざ

友

よ

手

を

つ

な

ぎ

~

み

ん

な

で

作

ろ

う

み

ん

な

の

町

を

■

■

■

誰

■

劔

日

』

■

ｂ

■

廿

占

・

Ｐ

。

■

■

■

Ｂ

、

■

凸

日

ロ

』

Ｆ

■

■

吾

嬬

の

町

を

~

許

《

豊

競
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第五吾嬬小学稜校歌
糞作詞山崎辺

裕之作曲雄
《

｜
－

むらル
ーね

b さ

刀、じひ
↓
（
》

ノー
トー はゆ一 ふ一

思辱説

p ユ ユ” 】 I 一釘

÷

臺な
坐

泙
ーね

や

ヘ
ノ

ノ
、

羊
争
~
~さ 彗ー希 にお一

L■畢＝＝ 一
A

つ

’

~
~

~
~

~

一
一
一あず

士
の ごらだ

シ
の われ一 (．】

つ

十

年

え

一
「
歴
史
は
長
き
吾
が
町
に

四

海

の

い

ぶ

き

た

だ

よ

い

て

配

恥

一

・

守

幸

生

む

ひ

び

き

高

な

る

を

大

き

の

ぞ

み

に

学

び

ゆ

く

腫

一
、
朝
日
に
映
ゆ
る

に

お

む

ら

さ

き

匂

う

学

び

の

窓

に

正

し

く

強

く

三
、
荒
き
川
波
さ
わ
ぐ
と
も

心

は

す

み

て

あ

ず

ま

の

子

却

勾

１

）

宇

一

へ

校

訓

を

と

わ

に

．

身

に

ひ

め

て

つ

ら

か

明

日

の

文

化

に

培

わ

ん

わ

れ

ら

あ

魁

吾

等

第

五

吾

蠕

へ
昭
和
二
十
四
年
十
一
月
ミ
日
）

ね

富

士

が

嶺

と

筑

波

ね

を

仰
ぎ
つ
つ

生
い
立
た
ん

－17－
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第一－寺島小学校狡歌

熊之助作詞

正夫作曲

滝

山 一
坐

里2－~‘了誌 ＝ ~ ~ ・~ ‐ ・・字 ~･~･’ ~ 一==再 ~ 1 － ~ ‐ ， 『 －． ~ オー． L ~二
ハ 【 ，1 1 ‐』

－－－－〃里 “。・・－，． 画 一 8． 畑‐ I .

81． .二 Dp E竪琶q ‐＝。U▲･吟~

みやと、の".－ …ひが－．‐し■荊 申 むかしよ－ り
厩］ 、、

事~＝1－言碇~言~寮~苧---胃
■■ . 山 一■ ■ p ,- .F一

－－＝_ 】 ご旦幸■I

．■B●

:,廻鎗."＆ ． .‐ ~ _ニマーで璽宇意一宇 ．~ゴーー一一一一一一一一七二号一 宮一一ﾋーュニ
一■▼ゆ 画包 ■一口一■ 一■当 口 .－－ ■ し

つきゅき－ ‘ はな一に なもたか き

●

⑧

ふ－．．－ る”き れき し も かか が－や に

イ

6

わ が き‐な び一 #〕や は そび ~え
号･一
ノー

餌
。
~
隅
田
の
流
れ
絶
間
な
~
く

【

亜

~

~

清

き

操

を

身

に

し

め

て

寺

９

－

早

や

一

進

み

ゆ

か

ん

諸

共

に

三
、
日
に
新
た
な
る
力
も
て
き
ら
め
き
昇
る
朝
日
子
の

さ
と
し
忘
れ
ず
励
み
な
ば
吾
等
の
誉
い
や
高
く

Ⅷ
華
~
国
の
光
と
な
り
ぬ
く
し
~
。
：
~

一
．
都
の
東
昔
よ
り
月
雪
花
に
名
も
高
き
~

隅
田
の
堤
見
渡
し
て
古
き
歴
史
も
輝
や
か
に

我

が

学

び

舎

は

聟

え

た

り

二
紫
雲
た
な
び
く
紅
葉
山
千
代
田
の
森
に
ほ
ど
近
く

，
学
び
の
道
に
い
そ
し
め
る
吾
等
の
さ
ち
を
声
高
く

い

ざ

や

歌

は

ん

諸

共

に

~

一ざ■

業
を
み
が
営
壺
農
糀
・
》
よ
く
学
び
つ
つ
よ
く
遊
び

-18



校寺島小学 歌校第二

作詞爾蕊部

直軟群曲
L， 】 ｡

L 申ﾛｰ ■■ r■ 一宇ロ

０
理
ｑ
ｐ
４
，
ｉ

ｆ
卜
ｊ
手
グ謡

__ー忠

4す タブ、 rぐダ＞ 9,q 心、
謹轡ざ＝鈍遷蕊 一望 く

蝿'2ぷす~－ワ、しず之L， ●、 》て－く
一

一
、
大
正
十
三
卯
月
の
二
十
日
清
く
流
れ
る
隅
田
の
東
；
~
零

我
等
を
青
く
む
教
え
の
庭
は

礎

固

く

築

か

れ

ぬ

三
、
我
等
の
目
指
す
至
誠
の
道
に

日
に
日
に
近
寄
る
真
心
ｉ
姿

あ
ら
わ
し
出
走
す
は
我
等
が
務

永
久
に
た
ゆ
ま
ず
励
ま
な
む

二
、
緑
色
濃
き
楠
の
木
か
げ
に

朝

夕

集

い

て

共

々

励

み

か
た
み
に
手
を
取
り
語
ろ
う
時
は

う

れ

し

さ

胸

に

あ

ふ

る

な

り

－19－



第三寺島 小 学校校歌

蕊繍菅野

－．I

三
、
隅
田
の
か
な
た
夕
映
え
の

け

だ

か

き

富

士

を

仰

ぐ

時

あ

翁

感

激

に

む

せ

び

つ

つ

・
心
●
瞳
誓
う
花
っ
ぽ
・
み

や
が
~
て
文
化
・
に
咲
き
・
香
る

世

滝

野

霊

飾

る

花

た

ら

ん

二
、
や
さ
し
く
招
く
蔦
の
葉
に

日
は
さ
ん
さ
ん
と
そ
そ
ぐ
時

ぼ

ほ

え

む

我

ら

若

鳩

は

理

想

の

花

を

胸

に

し

て

》
学
や
が
て
平
和
に
か
が
や
け
る

世
紀
の
空
に
は
ば
た
か
ん

一
~
、
１
日
は
照
り
初
め
て
学
舎
に

~

玉

つ

ゆ

き

ら

ら

光

る

時

干

引

■

希

望

は

今

日

も

新

し

く

あ

ふ

る

る

ご

と

く

湧

き

い

で

て

我

ら

の

胸

は

大

い

な

る

世

紀

の

朝

に

高

く

な

る

－20－
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義校歌畷田小学

伊藤平八郎作詞

小堤貞治作曲

ぎ~諺． 舌つ

とうきょう

のぽ'.~る ．あ さ.ひ~の

へいわのしめい

幸
珂
王
君
』

よ

僻

や

ふ

々

ぷ

に

の

・

辛

口

』

◆

溶

一

か

し

ん

あ

~

ぶ

蛍

・

里

あ買轄

だい

‐
門
房
跨
一
詞
一
一

I

函一
・

一 一一一 一三

すみだのっつみ きりはれ
ま･な．.言.が やすみ・だの ~名と と．も

て

に

かげさせぱ

な~お" ~お必一~き

.。 ､ 一 心三 ． ~ ：旬 ｡ ．.~ . ~､. . ●雪

拳 雲垂匪皀
■■■,で昌已 ・弓■一~ー
唾

一

Ⅱ

一

罰__ 一宇｡ ~ ~ . ~ 、＝響 ・曇
~

司
刃
一

ああこれきよき

ああこれきよき
おとじかげずむ
か－おるこころと

あらかわ

このから

や
だ

謹雲圭垂墓 ~

り

り
塞鞍･浮一:や
ま~ ”な~．ぴやP

な

蔵

た

た

すが

すカミ
はぐ~ くむわれらの

廠一〈･くむ．われ職”~ 蕊
q

の

の

一
・
あ
し
た
鰹
卦
識
・
蛾
ぎ
毎
づ
~
：
岸
~

》

哉

お

さ

ひ

鋤

‐

。

’

・

ふ

・

』

胃

の

ぼ

る

朝

日

の

か

~

砿

ぎ

せ

ば

す
み
だ
．
‐
。
．
韻
↑
副
心
．
~
ｒ
・
・
．
《
、
．
。
』
~
・
‐
．
完

隅

圏

の

づ

．

つ

ゑ

き

り

ば

れ

て

点

“

謀

曾

か

わ

お
と
し
か
げ
す
む
‐
荒
川
や

過

些

堂

左

や

あ

あ

こ

れ

情

ぎ

学

び

舎

の

は

ぐ

く

わ

れ

ら

す

が

炎

育

む

我

等

・

の

姿

な

り

ぷ

ん

か

み

や

と

だ

い

と

う

睡

産

う

こ

、

文

化

の

都

大

東

京

~

へ

い

わ

し

め

い

参

｝

も

．

平

和

の

使

命

な

お

重

き

堂

な

や

す

み

だ

我

↑

~

学
び
舎
隅
函
の
、
‐
名
と
と
も
に

と

こ

ろ

か

蹴

る

心

~

と

こ

の

か

』

ら

淀

曾

ざ

・

罰

を

や

あ
あ
こ
れ
清
き
~
学
び
舎
~
の

ば

ぐ

く

わ

れ

ら

ナ

鎭

允

育

む

我

等

の

姿

な

り

~

~

私
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学校校歌小田第二隅

西條八十作詞

古関裕而作触明るく ，元気エ､〈~

』皇'04
I

il
一一

②…．

誹二

だ いとう一 き上う 腫迄一 リ な るの

４
．
Ｊ

■

一

手
す みだ の さ くら を ころにさかこ

き｡皇． 睡~く た 麓.．し‐〈 〈だ〈富．し

:1,~ ~‘鰍－ ．－言ご藍･~: .~噂~ _: ~『 ~ ~ ： ＃~ ！~ ““ ~…；､ ~ ~ －＝＝

■

一
一

●

一

部

小

一
．
び
、

左 ~
~

ロ

ロ

『

今
６

各
口
も
令

癩
率
蛍

たう る たのしきわれ ら

一
難

＝ 二二＝＝三一

｡ 口

わ れら は げ ルーき せ－いを くしょう が

三
、
嵐
も
ほ
え
基
~
醜
も
陣
趣

…

段

４

一

．

吟

・

ｑ

．

。

“
：
艫
ぱ
錨
き
く
か
ら
だ
は
鰯
ぐ

っ

ね

に

僻

び

ゆ

く

鋪

融

詩

：

●
令
勺
牟
■
ザ
の

．

‘

~
か
が
や
詮
職
ら
す
朧
、
、
一
癖
蝕
騨
静
封
生

隅

田

第

二

隅

田

第

二

わ

れ

ら

は

減

鋪

茂

枇

畢

誠

寒

一
、
韮
礎
惑
華
玲
か
拳
蔬
競
る

二
、
灘
じ
き
な
が
れ
瀧
雌
に

離

縊

む

す

が

た

う

つ

し

て

識

う

『
誰
細
に
識
ゆ
る
既
報
を

こ
の
毒
に
韓
か
ん
齢
え
た
つ
塾
繍

峰
~
，
聡
．
~
隠
匿
第
二
隅
田
第
二

↓
－
．
、
糟
れ
ら
域
激
烈
裳
や
．
典
桃
却
識
鍬
一

さ

職
藤
堅
鍾
恥
密
〉
こ
こ
診
に
咲
か
せ

続
く
疎
し
§
た
く
ま
し
く

鶚
び
っ
嬢
う
る
~
錨
し
き
わ
れ
ら

隅

田

第

二

隅

田

第

二

~

わ
れ
ら
は
苅
雛
な
‐
州
雪
郷
弄

’
－22－
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I

学校校歌小曳舟

承夫作詞勝

下総暁一作曲

にかるい笈ど とあげ，産そぞ1‘ ひ か

で｡.‘…ず1：….. . －､ ､4． . ご･･･淫・一・・' ･一
辞空r§
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“ ＝唾一算＝|・禿.’ ．．~． 〃 ヱーーニ■ ー ■上 ■ ■ ■

一ｰﾛ■ 1屯 4丁！ 且a

■ L ､■．ー● 4

い臆けと，聖 ぅた かず＝え す＝

~0七一一

~

れらこ;:青わつも…＆縫うの あふれるところげ:ん:噂で劇なぶ
Dﾛ－．－ ﾛ｡八 ｡

‘ ．･噌昌一・・ ・ 。L,『 . ．；

､~ ・胃． ~ ゞ: ‐製．．．!;~《:….:、 ~ﾔロ 、

~

そ 諺
一一■

-， 鴎-倉鮮梁~の ~魔 ;雨逗すみ 錘

や

~~

一
、
光
些
そ
そ
げ
明
か
る
い
窓
に

小

鳥

よ

歌

え

す

ず

か

け

に

い

つ

も

希

望

の

あ

~

ぶ

れ

る

と

こ

ろ

元

気

で

学

類

わ

れ

ら

~

筐

ぞ

墨

田

の

誇

曳

総

検

１

０

・

鋪

恥

》

》

遅

《

延

一

《

唖

”

一

、

二
、
桜
と
鷹
に
歯
緒
も
深
く

や
さ
し
く
つ
災
い
~
~
迄
の
気
風

町
も
は
つ
ら
づ
~
》
力
に
燃
え
て

日
本
の
明
筒
の
夢
が
湧
く

楽
し
い
わ
髄
ら
』
曳
舟
校

わ

ざ

つ

ち

凡

う

三
、
こ
の
技
尽
く
し
：
と
の
智
恵
尽
く
す

学

芸

会

よ

運

動

会

~

~

い

つ

も

心

を

ひ

と

つ

に

つ

宏

ぎ

を

か

よ

~

く

~

励

み

の

び

て

ゆ

く

栄

あ

る

母

校

~

曳

渦

稜

■
ｊ
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
４
Ｉ
卍
胸
１
ｑ
Ｊ
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更正小学校校歌

勝承夫詩
団伊玖磨曲

‐一・｡
＝4
●■

曾

貼

Dザ． 今
P
P

ｲ

｢~ ~ 当

わ~ ．．
= ー甲 Lb- ■ ■

●

． ｡ 盤・

鶴亀撫鰯■.■ ﾛｰ■少.－－ 口

れ ら く翌 づ鰹縄諜
／
●
斑左 か､ ｝よ

4－

『
し
斤
４
ユ
言
■

曇
吟
~
？

畦
！

８
．
口

拾

ヤ

の

｜

÷

の

ザ
一
己 。

】
■

す
－堵

一
・
一
．
霊

に
わ り のの か．ど－

１
－

罰
坪
咽
》
且

■＝

一男

q

姉
内
■

I D.C１

つ

琴
溶

ヱ

烏
ル
ー びたっ 句

フた のし ぽこし、

三
、
~
揃
う
緑
の
芦
の
芽
に

●
■
召
■
令
●
申

~

』

頁

げ

載

も

え

た

つ

自

立

の

力

・

・

０

血

。

心

・
~
~
意
鎌
が
葛
暉
~
墨
既
心
ほ
ま
れ

~
諦
喋
溝
鍵
箪
~
~
こ
の
一
震

・
由
。
ｑ
や
ャ
。
、
・
ｂ
処

兎

』

．

．

〃

．

》

》

．

、

開

‐

~

Ｉ

栄

の

歴

史

を

守

ろ

う

わ

れ

ら

一
、
清
い
川
風
吹
け
ょ
吹
け

。

γ

・

夢

ゞ

。

．

・

州

皇

．

》

わ

．

１

。

・

『

‘

，

．

、

~

〃

舵

に

柳

鰈

Ⅷ

希

望

の

窓

に

~
~
~
わ
れ
ら
更
正
な
か
よ
く
つ
よ
く
~

。
”
~
~
》
~
あ
す
の
日
本
の
若
鳥
の

そ

だ

つ

飛

び

た

つ

~

楽

し

・

い

母

校

二
、
行
け
よ
荒
川
元
気
よ
く

広

い

世

界

の

岸

辺

に

と

ど

け

の
び
る
更
正
夢
大
ら
か
に
~
い
つ
も
変
ら
ず
~
た
ゆ
み
な
く
~

。
ｄ
す
。
ｑ
申
争

~
〃
は
聯
む
校
風
．
、
わ
れ
駁
の
誇
り

－24－
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梅:若小~学校校歌

佐原正三郎作詞
■

ロ 』独

~＝ﾛデ

4識、 －んか銅力．、 あ← リ ”〃、Lく 老 つ

急一匁を あ､一$＄し iす入じ一らカマー ざ

ながの芝の一ノ<Z/、 〃、 りあ一 批
へ

I
0~~~

可

呵

申

一

９

回

一

恥

早

延

痔
〃
一
・毎一

二
、
若
き
世
代
ぞ
わ
れ
ら
こ
そ

正

し

き

心

う

け

つ

ぎ

て

・

》

”

自

治

と

文

化

の

咲

き

に

お

う

悪
~
~
“
新
し
き
園
に
う
ち
た
て
ん

ヶ

↑

冬

８

‐

。

◆

〔

完

》

ぜ

恥

蕊

．

み

，

榊

、

恥

や

・

一

群

準

封

昨

ず

へ

．

‐

Ｆ

鐵
鐵
魚
心
患
劇
澱
ゞ
・
川
・
呼
驚

三
、
鮭
維
鰯
隆
~
弱
~
￥

~
奔
蕊
獣
が
織
蕊
‐
梅
若
の

文

化

の

園

に

栄

え

あ

れ

｜
、
文
化
の
か
お
り
ゆ
か
し
~
く
も

つ
き
せ
ぬ
な
ご
り
梅
若
の

膳
ま
れ
を
お
い
し
健
児
ら
が

学

び

の

園

に

．

光

あ

れ
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木下川小学校校歌

!=,00明るく､ゆたかに
■■ ”

鞍

昭和35年5月27日

木下川小学校校歌選定委員会作詞作曲

海

一＝－－－

一
室
抑さ か ゆる まち I ~~~~~一てや

一

へ

は

垂雪
ー

獄‘弩
I

◎

穂三壽騨
に とこ

》
｛
一

お．.か ．－き き1態､－は Ｌ
琴
へ て

－■ 画 ﾛーヰ ーニ

一
一
一
一

l
I
q
U

【

は る け きそら に今

ひ ろ －力 り ぬ

三
。
若
木
の
風
も
さ
わ
や
か
に

な
び
~
そ
職
旗
も
入
ん
ぽ
ん
と

あ
あ
清
新
~
⑳
~
氷
下
測
較
：
~
~

幸
と
平
裁
~
壷
~
寄
り
漁
~
簿
~
~

~
わ
．
が
童
灌
藤
や
を
垂
化
と
倖
ん

二

・

武

蔵

野

~

下

る

荒

川

と

~

流
“
れ
を
き
そ
~
い
雄
脅
し
く
も

あ
あ
盛
ん
を
り
木
下
川
校

心
室
・
ご
と
に
身
を
き
た
え

豊
か
に
実
る
日
を
待
た
ん

一
。
墨
田
の
東
煙
立
ち
栄
ゆ
る
町
に
映
え
て
見
ゆ

あ
あ
豊
か
ま
り
木
下
川
校

若

き

希

望

厄

虹

こ

え

て

は
る
け
き
空
に
ひ
ろ
か
り
ぬ

－26－－
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中~川小学校校歌

松尾孝輔作.詩・作曲

堂々と

E=

■ z 〃2－ マ三一

L_■= 守凸 守 甲 = ‐

■

■

,.宵やこ－の ひ が－ し な かが－わ－ の

lfU－蚕ヨヶ： 3 、 、
L

1 I泊T里b P I _=一
~

＝＝＝ Iー竜一_＝q－Lムーニーユーー一一一一一＝－－－デヌー・ ‘

色

ふ る き－左 がれ一の き しぞ一い に

１
１
１

‐

うじ くぼこーだい－の~
些

己はな－と

首

も

．

、

鈩

・

損

靹

一
へ
~
み
鍔
こ
の
東
耕
甲
川
の

~
ふ
る
き
な
が
れ
の
岸
ぞ
ぃ
に

お

蔵

じ

名

を

負

い

新

し

き

礒
代
の
、
は
な
と
さ
く
母
校

二
、
学
び
の
道
に
い
そ
し
み
つ

清

く

正

し

き

あ

ゆ

み

を

ぞ

た

だ

ま

ご

こ

ろ

に

つ

ら

ぬ

け

と

母

校

の

お

し

え

と

う

と

し

や

三
~
い
と
け
な
き
身
を
あ
た
た
か
き

ま
も
り
《
の
中
に
つ
つ
ま
れ
て

お
く
愚
~
煮
隼
の
お
も
い
で
ょ

~

心

《

の

~

が

~

で

ど

に

お

う

ら

ん

~

’
－27－
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東署蠕 小 学校:校歌

実作詞

三郎作曲

西沢

富永入｡を二初でJ書ゞ""8
一一一三三

ご夜トクかなこごみこの芝らのもこ迂人'&昌一”ど吻竺↓二
～~一一三＝－－－

銀f
~室 三上二

華
『
｜
｛

P 毬 ~

1■
~

③

〈一ガウだ｡と垂たえる
｡

<．”〈f l3 ああみ‐ つまし、

…娃錐萎圭

二ヶ唾ぅ鋤､畢一ま 家掘一めあさか 力､9－しあ ク、Zﾉー謝し/と

~－－岸～:垂ぎぎ己

零
3 ～琴 ノ族j愚 く 一のかんな の 湖、

【局

ミ

４
１

二
、
こ
の
土
の
上

友

だ

ち

と

い

っ

し

ょ

進
み
行
い
道
を
煮
え
減
、
~
~
張
剰

国
鐡
ガ
誉
の
ぽ
を
ゲ
~
髄
Ｊ
・
掌

あ
あ
￥
《
荒
川
の
罵
逓
睡
翠
毎
．
殿

た
ち
~
ば
な
の
か
お
撤
熱
舞

東

吾

嬬

わ
た
し
の
み
ん
な
の
小
学
校

一
、
こ
の
空
の
も
と

先

生

と

い

っ

し

ょ

に

清
ら
か
な
心
を
は
ぐ
く
み

強

い

か

ら

だ

を

き

た

~

え

る

あ
あ
主
塲
に
か
こ
ま
れ
た

東

京

~

の

朝

日

~

~

~

￥

・

~

東

吾

嬬

ぼ
く
の
み
ん
な
の
小
学
校

●少
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~

１
１

蠕小学校校歌
一
垂
画西

中郡節二作詞
細谷一郎作曲

一一十一毒一一一一一一一アーーー
｡ ■詞一一

．､~､.､朝＝"-.1ヶ一・ ・ 4

だま し一

し

~~

一一露
て

－ の う た~P 畠
一 ~ノた い

~
Ｉ

Ｊ
Ｉ

心一

二
、
世
界
を
む
す
ぶ
産
業
の

サ

イ

レ

ン

ひ

び

く

隅

田

川

波

に

真

理

の

影

映

え

て

学

ぶ

は

た

の

し

友

よ

ぶ

庭

ょ

あ

あ

西

吾

嬬

さ

か

え

あ

れ

わ

が

母

校

~

刑

三
祖
国
の
ね
が
い
た
ず
ね
ゆ
く

学

園

の

町

向

島

清

い

文

化

の

花

咲

い

て

銀

河

の

か

な

た

ゆ

め

み

る

と

こ

ろ

あ

あ

西

吾

嬬

と

わ

に

あ

れ

わ

が

母

校

旗

雲

な

び

く

大

空

に

太
陽
の
う
た
こ
だ
ま
し
て

の
ぞ
み
ゆ
た
か
に
仰
ぎ
み
る

、

此

０

，

１

Ｆ

あ

あ

西

吾

嬬

》

~

・

・

今

ｑ

』

ひ

か

り

あ

れ

わ

が

母

鮫

一

￥

｜

謎

蝋

一一＝ｰ凸 垂二言

－29
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~ ~

立花小学校校歌

齢 ~二鶇
松井由利夫惟司
渡辺~ -茂作曲

鼻辮 五§

》■一
■
口
一

ゆ寺 血

■

Ｆ
‐
脳

！

二
、
ふ
り
そ
そ
ぐ
豊
か
な
光

吾

嬬

の

森

に

い

つ

ま

で

も

こ
の
た
の
し
い
学
び
の
庭
で

‐
》
燈
み
と
お
る
空
の
よ
う
に

‐
獅
鏥
お
き
な
そ
し
て
新
し
い

明

日

の

の

ぞ

み

を

育

て

よ

う

‐

ル

ル

ル

ル

ル

ル

ル

ル

立

花

小

学

校

一
、
さ
わ
や
か
な
み
ど
り
の
若
木

こ

ず

え

は

の

び

る

ど

こ

ま

で

も

~
こ
の
明
る
い
学
び
の
庭
で

た

ち

ば

な

の

花

の

よ

う

に

や

さ

し

く

そ

し

て

た

く

ま

し

い

心

と

か

ら

だ

を

育

て

よ

う

ル

ル

ル

ル

ル

ル

ル

ル

立

花

小

学

校

－3（｝一
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文花小学校校歌

職員--伺作詞

土門美知子作曲
’ 1

"ず
..;・ ~ 、二: 、 ~‘〆弄らｰ一壱完

－』■■■■一・- ．.・・ ・一 画危産一一一

－－ ■ － ー ■■ ■ ＝ －

---言 ． I ！::; ． ．i､． ． ．s， ． ．、 ~ ．...．｡八・ -域
■叩七一口ー ■ 画■

■
や一一■ ■■ ｡一己 ■ ､

汁
）1．さ わやか な か－運一にの り

‐一口。 寺囮 己･ロ ｡ . 再 ◆。 』● 一 口｡ ｡
” ~'.． 。- 。.－ ･ 8 . p･ 口 ｡､サロ■ ｡-qﾛ●呼

＝が． ； ~ :す ろ鐸
へき ~な~こげ~どう も ん

【

"F

印

なが伽あ づ ま…のも ~ ~ りずみ＝だ~ 三の

’
‐.ーーー一一一壱一~~

雲毒篝雲
■ 守

》
圭
一
勢

ぶんかの こどもたち
一

フララ ラララ ラ

主 一一B■■■■:函畢W＝＝一迫

垂旦‘~'p、．L一J→_ ‐_二言イ ！＝･弓手量曾ミ 垂 竃区三一．．‘－ ，‐ ，n,-.』．由． ．I.w1．，，

■■画■J､~一一一口＝ー回豆一■■ー

’

あかるいあかるいぼくたち$含~みちてくるきI誓う
ー

姪ら鐘 に

二
、
軽
や
か
な
雲
に
は
え

能

識

鰄

蠅

鵡

電

つ

な

が

る

つ

な

が

る

心

と

心

ラ

ラ

ラ

ラ

ー

ュ

ラ

ラ

文

化

の

子

供

連

出

口

い

弓

●

今

■

。

。

ほ

ら

ね

‐

光

り

に

輝

い

て

明

る

い

明

る

い

私

達

一
、
さ
わ
や
か
な
風
に
の
り

今
日
も
元
気
な
声
が
す
る

隅

田

の

流

れ

吾

嬬

の

森

~

~

~

鋒

、

Ｌ

喝

岸

，

ひ
ろ
が
る
ひ
ろ
縦
る
力
と
カ

ー

肌

斗

》

郵

恥

。

哩

晒

畢

挙

坐

ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
：
文
化
の
子
供
達

ほ
ら
ね
希
望
に
満
ち
て
く
る

明

る

い

明

る

い

僕

達

は

三
、
新
し
い
世
に
む
か
い
今
日
も
元
気
に
学
ぼ
う
よ
強
く
正
じ
く
は
ば
た
い
，
て

飛
び
だ
せ
飛
び
だ
せ
若
鳥
達
よ

ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
ラ
坐
文
化
の
子
供
達

そ

う

だ

未

来

に

む

か

う

ん

だ

明

る

い

明

る

い

君

達

は

I
－31－．
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堤~~小学~枝校歌

熊谷なつえ作詞

教職員・保護薪加筆一

〃・す み たのたがれ と こ し一え－に きエ

~ー壱■､ロー■･■■■｡①埋一

●
F■- 一全一CFP一■庁空=●P

一、一

角
酉■預一■bか弓

Pー汚吋･~‐ 一.-.』
当

一I割
Ｔ
ｆ
上
叩
卜
Ｌ
７
ｒ
９
色
、
ｑ
日
日

聾 ヨ
'1
~~

l

~~I’尾＝L

妙 ’
Ⅱ■ ー

ら 左みず
: ~戸･′~ ..“一.畠：垂:ミ ー
巳 U q ■､ 冬■申■ ■ー寺■＝＝

も~~~~ ひ か - b ぅ－ け
1畳

一
一
一

一
一
《
一

~

hー■

~~

V
~｜
－

妻
鍔

周

吟 ＝＝＝1
1 偽

イ

~~'1
蓑

．＋‐

ﾖニ 廷
て

＝＝垂＝一謬一尋一二Fこ雨
I 」 調 鰹

魁

か〆~ ：蝿､ゞす. ･t唾亨警嶺掴雛 と表っ
間一一〃帝＝｡ 凹め，年

■

壷…己

' V

護
－

生~ ．一一

’

零屋
L 牛 ■＝d

-･う･望

函

韓
幸

一

せ功殴い~の裳苔鐇､"..=．.に 竃つ

あ一一あ あ わが つつ み［ようがつ 2）ゆこう

《

三
、
歴
史
を
き
ざ
む

？

。

Ｌ

驍

弧

行

き

か

う

舟

も

か

わ

す

信

頼

世

界

の

友

に

あ

あ

わ

が

二
、
叶
夢
の
が
蛾
橋

卜~《

行

き

か

う

人

も

《
魂
か
わ
す
笑
顔

〉
~
笹
界
７
友
に

あ

あ

わ

が

一
、
す
み
だ
の
流
れ

清

ら

な

水

も

か

わ

す

友

情

世

界

の

友

に

あ

あ

わ

が

さ
く
ら
橋

ほ
が
ら
か
に

輪
と
な
っ
て

広
げ
よ
う

堤
小
学
校

白
ひ
げ
の

か
ろ
や
か
に

輪
と
な
っ
て

深
め
よ
う

堤
小
学
校

と
こ
し
え
に

■
ロ

光

う

け

凸
■
■
一

輪
と
な
っ
て

つ
な
げ
よ
う

堤
小
学
校
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肘
~ ~ ~ ~

健康学園園歌

作詞野中十三夫

作曲渡辺茂』＝1,6~,”

Lあ おい う なばら､少 しろ い く も

茎
一

マ

か が

ア ト

士~ 繊妙
やく ひか ~ りに

つつまれ てI

雍〆 ．
~ ~~

０
－
０

●P”ユリ ･ 西』 空一 』1 1‐ ト” IE＝壼臣.ー

1
．1

~ Ⅱ ■ ■一p 工■

■
』

‐ qOe

あめにもかぜにも まけないで すぐすぐそだつすみだのこここ
筵
．
一
・
割
１
「
割一一』

姉

-ず陣ザ
lL ト 1m I金

てんのうだい に
ｰ …

あまはみ 駁 と の そび ｌ
ｌ
Ｍ
Ｉ
ｌ
ｆ
ｌ
■
■
■
■
０
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅲ
ｕ
■
■
・
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｑ
ｌ
８
１
１
１
１
ｌ
ｌ
ｌ

＝豊二
密

~ ~~ ~

;一＝I
■
訂

■ ■ ■ ■ ■

。⑬ 、 一回 l湯1 1 ／フ ．『
~

~ ~

凸 ローー ■ ー

ノ
ー

けんこうがく え－ん
ｰ…

えたつわれ ら の

二
、
た
か
い
あ
お
ぞ
ら
黒
い
土

あ

か

る

い

緑

の

そ

よ

風

に

や

さ

し

く

ゆ

れ

る

山

ゆ

蝋

僻

こ

こ

ろ

を

む

ね

に

墨

圏

の

子

ご

こ

天

羽

湊

の

~

天

王

台

に

そ

び

え

た

つ

わ

れ

ら

の

健

康

学

園

（
昭
和
六
十
年
度
よ
り
新
園
歌
を
園
歌
と
呼
び
か
え
る
）

一
、
あ
・
お
い
う
な
ば
ら
奮
い
雲

か

が

や

く

光

に

つ

つ

ま

れ

て

雨

に

も

風

に

も

~

ま

け

な

い

で

す

く

す

く

そ

だ

つ

墨

圏

の

子

こ

こ

天

羽

湊

の

~

天

王

台

に

そ

び

え

た

つ

わ

れ

ら

の

健

康

学

園

、建一
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一

幸
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全会
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TU
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一ーご巳口凸一今石一
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. 弘一凹凸一舎

一

《

「

》

恥

一

声

■
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１
１

I
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１
１

リ
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１
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「

歌装
一
、
ｒ
」

圭
惨

む

ま
一
毎
三

年

や

全

９
エ
タ
ー
「
‘
な

の

Ｌ

ｐ

ｂ

、

惑

望

匡

鯉

雲

雲

草野心平作詞

伊藤翁介~作曲,躯るくさわやかに(ノー型5）

一
一
~
~

Ｐ
一

Ｉ

ずみ鴬が わ そのかわづら を
心

１
４

びえそのちに<とう
ー

~~~
~

一
寺
－

１

かり みつひ

。
●
ｂ
Ｂ
ｒ
Ｂ
症 ｔ

堪
“
ぎ

~~呉ソ す、泳
~
J－

わ錘らがぽこみ－だす

！

三
瑞
雲
樺
~
心
《
~
実
に
た
な
び
き

さ

等

ら

ぽ

な

鳩

の

羽

縛

き

真

と

善

美

を

も

求

め

て

高

鳴

る

や

若

き

胸

い

ち

‐

。

あ

あ

墨

田

~

わ

れ

ら

が

母

校

墨

田

一
、
隅
田
川
そ
の
川
づ
ら
を

み

や

こ

ど

り

塗

す

め

と

び

か

い

『

▲

■

■

■

光

充

つ

“

へ

墨

東

の

地

に

そ

び

え

た

~

つ

わ

が

学

び

や

そ

あ

あ

墨

田

わ

れ

ら

銀

母

校

、

墨

田

~

三
、
よ
る
ひ
る
を
~
流
れ
休
ま
ぬ

一
一
■
申

川

の

加

努

め

は

げ

ま

ん

大

営

夢

‐

町

．

つ

ね

に

い

だ

き

て

眉

あ

げ

よ

わ

れ

ら

朋

が

ら

あ

あ

墨

田

わ

．

れ

ら

が

母

校

・

》

墨

田

－34－
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~

本所中学校校歌

今泉忠義作詞Moderato

~ ~かわかす み あけゆくまちま ぢ よ もにとよ

美壽珪1 1 b…
h

Ⅱ

h

､

~

も すも の－おと は 1〈に の ゆくのと

舞垂…
－

菫画

暮二江悪 唇
ー

てをまも る み－ よここ－ すみ ~だのまち一に

は あけ わたるあけ わたるかが やけぶんかわが← ま ち

, ~ハ:二＝ が_畠

雲
に さ か え あれ ほん じょちゅう－力 ／

、

ｒ
■
、

三
帰
り
来
て
憩
え
る
窓
々

静

か

に

う

つ

る

灯

の

も

と

に

ゃ

■

。

Ｄ

、

師

と

穀

の

教

え

を

た

ず

ね

。

；

見

よ

~

ま

さ

に

~

：

』

わ

れ

ら

継

か

む

（

ん

）

~

・

こ

の

道

を

之
の
道
を
恥
．
蜂
・
“
~
導
~
〃
・
”

輝

け

文

化

わ

が

街

に

“

柚

ａ

早

配

皿

、

栄

え

あ

れ

：

志

．

所

中

学

；

~

が

込

脾

冊

勺

~

・

‘

ゞ

…

・

今

《

《

，

〃

少

．

．

一
一
、 一

、
川
霞
み
明
け
ゆ
く
街
を

四

万

に

と

よ

も

す

物

音

は

こ

の

国

の

ゆ

く

て

を

護

る

見

よ

~

‐

こ

こ

に

墨

田

の

》

街

は

開

け

わ

た

る

開

け

わ

た

る

輝

け

文

化

わ

が

街

に

栄

え

あ

れ

本

所

中

学

学
び
や
に
い
そ
し
む
若
人

揚
ぐ
る
我
等
が
諸
声
は

空
高
く
さ
や
か
~
に
ひ
び
く

見

工

日

々

に

知
識
は
広
く
な
り
行
か
む
（
ん
）

友
ｂ
行
か
む

輝
け
文
化
わ
が
街
に
~
~
琴
：

栄

え

あ

れ

本

所

中

学

《
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こ わかききぼう･を
たたえよう わかききぼ うを

’
ー

は.えあるぼ こう - りょうごくちゅうが ．く 一一一一一一
壷一一

！
’

一
、
都
鳥
啼
く
隅
田
川

流

れ

の

水

は

世

界

に

通

じ

て

博
き
心
は
母
校
の
シ
ン
ボ
ル

た

た

え

よ

う

若

き

希

望

を

若

き

希

望

を

栄

え

あ

る

母

校

両

国

中

学

二
、
睦
じ
く
良
き
師
と
友
と

処

と

時

を

一

つ

に

学

ん

で

強
き
自
立
は
母
校
の
シ
ン
ボ
ル

：

た

た

え

よ

う

固

き

平

和

を

固

き

平

和

を

栄

え

あ

る

母

校

両

国

中

学

三
、
永
遠
に
立
つ
富
士
の
山

高

嶺

の

雪

は

窓

辺

に

光

っ

て

清
き
歴
史
は
母
校
の
シ
ン
ボ
ル

た

た

え

よ

う

高

き

理

想

を

高

き

理

想

を

栄

え

あ

る

母

校

両

国

中

学

－36－
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玲
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きぽうにも' ‘えそびゆる まなびや て
ノ

cor"･ !-~

あ さなゆ一な－に いそ し一ま－ ん

●
二
四

一
一
一

《

』

一

『

由
~
~

寺

●

一

一

口

守

ざ

舎

争

ｌ

ｏ

Ｌ

1 k
一‐ －

Q●●

＠三
、
潮
の
満
干
に
か
も
め
が
群
れ
て
~
・

ゞ

涯

し

な

き

野

に

光

さ

す

〆

。

．

０

一

合

・

今

令

や

。

』

Ｄ

ｒ

う

曲

■

■

ロ

画

ａ

Ｇ

－

ｂ

誇

る

文

化

を

妙

な

渇

綾

と

。

ｏ

ｅ

ｏ

ｏ

◇

一

説

今

↓

Ｐ

△

い

ざ

も

ろ

と

も

に

織

り

出

で

ん

二
、
富
士
の
白
雪
筑
波
の
緑
~
、

~

~

．

ゆ

る

き

流

れ

の

竪

川

の

学

び

の

窓

よ

り

仰

ぎ

て

常

に

~

：

清

く

明

か

る

く

つ

と

め

な

ん

一

、

紫

匂

う

武

蔵

の

東

訓

吋

清

き

流

れ

の

隅

田

川

、

、

一

血

聲

ゆ

る

学

び

舎

希

望

に

も

え

て

朝

な

夕

な

に

い

そ

し

ま

ん

争

命

二
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幸

I
三
か
城
~
彦
鐵
君
~
い
瞳
あ
砿
~
~
~
~

あ

担

ぐ

大

野

・

~

雲

貸

砿

翻

罰

は

る

か

鶴

麓

蓄

毒

、
花
さ
く
行
手
~
噂
春
沙
者
《

講

疑

よ

錦

糸

中

学

校

ｖ

か

め

．

も

こ
、
隅
田
の
河
面
ゆ
る
や
か
に

青

海

原

に

流

れ

入

る

~

き
ら
醗
な
光
~
お
ど
り
た
ち
．

よ

る

尋

瀧

副

こ

海

お

ど

り

た

ち

《
ゆ
た
か
な
夢
を
《
憾
こ
ぶ
波

一
、
さ
や
か
な
朝
の

き

よ

ち

碇

響

く

胸

す

み

~

わ

た

り

調

べ

蓬

あ

わ

せ

か

が

や

く

瀞

塗

L

1

＝弓
一

口受

q･目

._】

｜

’
風

に

↓

の

り

~

ね

鐘
の
音
に

い
曹
詠
え
~

い
簿
歌
え

た
か
ち
か
に

６

１

戸
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蠕第一中学校校歌五
口

作詞

作曲

中郡節二

細谷一郎明るく具上品歴~

＝崖
h■･=

＝琴．
は

笹･』

~ー◆● ■■写芭ー呼一 ￥

すふ~だ の峰．と一り あを‐~,冤彗_"ﾆｶ:'{'"･’零'…§.‘･る周

~~~

1

ノ

羊
~

~
ウ~ ~~

のひ．か－ リ~ ~み －はえ一ん しんり

毒臺
V

めゆくな りあ われらかがやかに も－と Z"

ａ
零

三 一
一 一

舟

富
士
筑
波
か
が
よ
う
と
こ
ろ

秀
麗
の
気
は
み
な
ぎ
り
て

興
国
碑
揃
一
鋤
卿
海
減
く

い
~
鑓
し
ま
伽
》
諏
撫
寵
の
道
に

あ
あ
微
~
る
か
》
》
~
：
．
〆

旗
雲
は
冴
え
わ
た
る
な
り

か
ぐ
齢
し
き
吾
嬬
の
伝
え

た
ず
ぬ
れ
ば
《
う
れ
し
こ
の
窓

潮
な
寺
望
み
脾
だ
き
て

は
ぐ
く
ま
漣
》
臓
乎
和
の
双
葉

あ
あ
き
や
~
に
《
~
‐
蝋
~

友
愛
の
鐘
も
鳴
る
な
り

花
薫
る
墨
田
の
ほ
と
り

天
そ
諸
る
ゆ
か
し
学
舎

挙
り
超
つ
》
~
若
き
眉
根
に

澄
み
映
え
ん
~
真
理
の
光

あ
あ
わ
れ
ら

か
が
や
か
に
求
め
ゆ
く
な
り

’
－39－
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吾嬬第二中学校校歌
宮崎二郎作詞

J=] ]6～】20 祐次作曲活発に若さをもって 林

I

！
るし－た れか一

一
、
堤
の
緑
“
朝
光
に

萌

え

た

ち

匂

う

荒

川

の

◇

水

面

を

渡

る

そ

よ

風

を

い

ま

学

舎

の

窓

に

う

け

熱

き

血

潮

の

学

友

が

澄

み

し

心

に

学

ぶ

と

き

鶏

鳴

高

く

高

く

あ

あ

と

き

を

告

ぐ

こ
、
晨
筑
波
を
仰
ぎ
元
は
．
言

千

歳

ゆ

る

が

ぬ

秀

峰

に

高
き
気
節
を
た
ぐ
え
つ
つ

理

想

を

白

き

雲

に

追

う

ひ

と

み

輝

き

頬

燃

え

て

多

感

の

胸

に

今

ぞ

湧

く

聖

き

希

望

を

希

望

あ

あ

誰

か

知

る

三
、
文
読
む
窓
に
星
遷
り

校

庭

に

団

梁

の

花

乱

れ

三

度

弥

生

の

め

ぐ

る

間

に

あ

つ

き

教

え

の

実

を

摘

み

て

深

き

友

情

に

涙

せ

し

幸

多

き

こ

の

園

を

讃

え

て

共

に

共

に

あ

あ

歌

わ

な

ん

－40－
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嬬第 中学_校機歌
五
口

－

４

一

一

律保光太郎作詞

貴島清彦作篭

"W"z" I
~

零
霊
F－ L

蓬
丙呵

＝ぬ ・ 全 ロ

孵
驍

､丘’ - ■隆一一扉． ■一一厘

￥

1

鍵
一
一

ク

一

二

ａ

台

号

子
己

ｅ
』
。

ゆ

』

」

。

みらなる｛ハ はかがや1ハ

g

1

r

菫
‐
朝
は
呼
ぶ
朝
は
呼
ぶ
と
ど
ろ
く
サ
イ
レ
ン

”

「

~

ち

ら

純

越

い

史

あ

》“

父

母

の

町

今

明

け

そ

．

め

て

二
雲
は
呼
ぶ
雲
は
呼
ぶ
~
き
よ
ら
の
歓
が
た

は
る
か
に
か
な
た
世
界
は
摺
く

い

ざ

行

こ

う

か

た

き

決

意

よ

~~一・穂~

鍔

．

．

．

”

》

“

《

‐

騒

罎

一

●

・

呼

譜

屏

緬

．

~

竃

吾

嬬

吾

嬬

吾

嬬

三

中

》

若

き

魂

絹

寄

る

と

こ

『

ろ

大

い

な

る

真

理

は

鰯

忠

~

~

湧

き

あ

が

る

ち

か

急

の

歌

よ

吾

嬬

吾

嬬

吾

嬬

雲

中

や

■

日

皐

４

一

｝

▲

■

中

●

》

字

■

準

日

日

Ｇ

■

飯

』

若

き

い

の

ち

の

相

諭

均

込

こ

ろ

中

■

■

ｒ

■

凸

■

、
大
い
な
る
未
来
は
輝
駕
鴛
録
鞭

。

。

乱

心

。

甲

弔

竜

一

◆

』

・

■

・

陣

容

了
璽
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益子九郎作曲

軽決随 ＝
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雲=ず薑毒琴濤篝

国

1

f＝桂一二.

ー

亀

|召 一|…

牽塞
‘

崖圭 壷葎
ーー

~

~

一一

＝E▲一一

…

｜

’

１
１~

１
Ｊ

’
一

~

一

唾ノ i

か やがれひかがやけひかれか

‐
Ｌ
Ｌ
届
似
〃

~~

1
け

一 一

一一

、
、

一
鐵
泳
抵
来
藤
棚
鮭
流
れ
る

雲
．
~
燃
撫
鰯
迩
源
と
り

~
・
》
わ
れ
ら
．
趣
~
：

。
．
稗
』
・
学
灯
の
・
ま
ど
い
を
重
ね

他

，

生

い

た

た

ん

明

日

を

ぞ

待

て

り

歌

え

歌

え

歌

え

門

出

の

朝

を

曳

舟

中

学

光

れ

輝

け

《

。

。

』

光

れ

輝

け

・

~

一
・
一
、
風
は
来
て
風
は
流
れ
る

墨

田

の

空

を

わ

れ

ら

若

鳥

の

翼

を

張

り

て

》

飛

鱗

立

だ

職

~

・

・

・

“

窺

》

■
ｂ
８
Ｐ
。
Ｊ
■
■
“
一
旬
●

今

宇

』

唯

■

■

■

画

一

。

■

■

一

…

時

逢

そ

至

る

、

．

可

。

で

■

、

●

可

凸

己

．

Ｆ

■

口

、

巳

由

~

~

，

歌

え

~

“

歌

え

~

‐

歌

え

、

｝

》

”

』

，

手

・

恥

“

罐

・

邸

Ⅱ

帥

町

．

』

一

さ

~

操

鍾

坊

や

潮

縫

曳

舟

中

学

飛

べ

よ

は

ば

た

け

飛

べ

よ

は

ば

た

け
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寺島中学校校歌

五味保義作詞

lrFjT.み、だの さ』~きさかは←る に き く “らのる －

し むねにしる し きて ぽ一あふ るる
0

わ－

れ ら~が
‐ 、

勺つこころ めい じしゅの せ いし 人

４
↓
】
豆

~

~

。
墓
東
に
西
に
地
ひ
ら
け

と
ど
ろ
く
巷
か
ぎ
り
な
く
~

光
明
る
き
わ
れ
ら
が
母
校

敬
愛
こ
も
る
学
園
こ
こ
に

常
に
栄
ゆ
る
永
久
に
栄
ゆ
る

一
一

『
墨
田
の
春
に
咲
き
き
か
る

き
く
ら
の
し
る
し
胸
に
し
て

希
望
あ
ふ
る
る
わ
れ
ら
が
心

明
朗
自
主
の
精
神
こ
こ
に

み
つ
る
学
び
舎
清
き
学
び
舎

都
の
秋
の
空
澄
み
て

は
る
か
に
晴
る
る
富
士
の
嶺
の

高
き
白
雪
わ
れ
ら
が
理
想

学
び
に
進
む
若
人
こ
こ
に

つ
ど
う
朝
夕
は
砿
む
朝
夕

刺

《

。

『

０

由

。

唯

。

Ｐ

。

合
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凸
弔
、

戸
心 可一

唾
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一
正
~

一…
~
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感謬砿一割 、

／
、あ~ －た‘ら ：し

がまな びやに~わ

禰
ｉ
ｆ
即

需
一

。 －－丁一一宕一三丁~一二二二三4－斗一一チーィーー壷一寸=＝亨
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心:心4

み~がくな り
ひ びのち せ ，いを 吟

~
~
~
~
~

Ｌ
圀
謬
〃

琴
甜

二
、
ベ
ル
~
と
桜
の
ご
~
校
章
に

集

う

千

余

の

若

人

よ

し

か

と

大

地

を

ふ

み

し

め

て

自

由

を

叫

べ

は

つ

ら

つ

と

一
、
墨
田
の
堤
餐
園
の

文

化

の

ゆ

か

り

深

き

と

こ

わ

が

学

舎

に

新

し

く

日

々

の

知

性

を

磨

く

な

り

三
、
平
和
日
本
を
う
ち
建
つ
る

重
き
使
命
を
に
な
い
つ
つ

強
き
身
体
に
練
り
鍛
え

明
日
の
歴
史
を
作
ら
な
ん

1
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鐘淵中学校校歌

大木惇夫作詩

長谷川良夫作曲ﾉｰｰﾉ鰍現朗に葵しく

画 ”

かねが ・ら

－:＝一

ち

へ

ニー童.盲.く昊二唾~.:.了薫ニーーニ量_二一_とヱ三＄ うちつ れ て 一

.r.ﾗ詫這&皇.;亙忍減
一一■ ぷむ

一

１
１

わが主 な び やに ひかク－ ろ一 り 4 卜

■、

‐■一 ■ ■ ‐一 T ■－ ■ ■ シ ローニ ■■ a ■一

堂

亨
．
つ

●

■

ア

・

●

つ

寺

』Ｐ

己

一

Ｆ

ｅ
▲
・
■
一
、
一

■つ

一

一

一

』

由

一

四

●

・

心

■

④

０

〃

、

・
参
一

増
るひ

一
か

■●
や
■

一

算

一

■

盤

，

零

三

一

口

一

・

峰

一

一●
ｑ
や

■一匁
シ
、

戸
↓
や
《

◆

ワ
き

凸

字

●

■

~ ~~

し ′
、

酉■

た．ず…~.-~ き ， 主ちて たゆみ な く 一

ｒ
画

一
一
一
更

一
一
、

さ
く
島
は
な
さ
か
ね
が
ふ
ち
一
、
桜
花
咲
く
鐘
濡
~

い

く

江

・

る

、

幾

春

つ

ど

い

う

ち

つ

れ

て

を

な

．

や

．

ひ

か

り

わ

が

学

び

舎

に

光

あ

り

小

ご

Ｐ

と

か

｛

滴

く

あ

か

る

く

つ

つ

ま

し

く

い

た

づ

労

き

ま

ち

て

た

ゆ

み

な

く

し

ん

う

と

び

ら

ひ

ら

真

理

の

扉

開

か

ば

や

（

繰

り

返

し

〉

ゆ
９

ふ

じ

小

ね

雪
に
か
が
よ
う
富
士
が
繊

管

い

う

ん

そ

吟

も

青
雲
な
び
き
空
開
け
て

わ

．

ｏ

ぞ

酢

．

・

谷

郷

、

我
が
は
ら
か
ら
に
望
み
在
り

も

。

■

刑

■

■

■

●

瀞
く
~
蕊
し
く
議
し
く
~

た

．

今

る

・

↓
発
つ
か
ら
立
ち
て
揺
ぎ
な
く

へ

い

わ

に

じ

し

た

平
和
の
二
字
を
蕊
わ
ぱ
や
（
繰
り
返
し
）

と

こ

十

恥

だ

が

わ

か
も
め
飛
び
交
う
隅
田
川

を

歩

§

し

流
れ
の
崇
に
あ
と
と
め
て

季

念

ど

こ

ろ

殿

と

．

・

・

基

へ

見
よ
名
所
の
誇
り
あ
り
》
鎧
、

§
主

た

く

迩

清
く
さ
や
付
く
遙
韮
難

せ

野

い

ざ

曾

責
め
を
し
負
い
て
潔
よ
く

せ

い

ぼ

と

６

し

穿

さ

正
義
の
燈
鰯
さ
ば
や
（
繰
り
返
し
）
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リ
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Ⅱ
Ⅱ
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Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
Ⅱ
Ⅱ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ

ばなと
もには

お
る

一いひ

一かな

の
~
ろ

ち
わ

お
か

るた

るか
~

｡

、
●

●

一四皇一二一--J ﾄ ｰ ｰ“ ‐

き一るとえす んだひ と みには一

き一るとたとのち 一いかか竜
一 1こ－
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Ｊ
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■■
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簔壽簔壽妻零
曇－－号垂電毒

『

’
一

１
１

》 る
ーー一

I

二
寛
香
る
た
ち
ば
な
遠
い
日
の

誠

の

誓

い

語

る

と

き

歴

史

の

重

み

ふ

つ

ふ

つ

と

愛

卿

心

か

・

き

た

て

る

三
、
光
る
川
面
に
遥
か
な
る

人

の

世

の

海

思

い

つ

つ

理

想

の

船

を

暹

ま

し

く

世
界
の
海
へ
漕
ぎ
だ
そ
う

一
、
、
若
い
み
ど
り
が
陽
詮
う
け
て

澄

ん

だ

瞳

に

映

え

る

と

き

豊

か

な

力

ぐ

ん

ぐ

ん

と

創

造

の

空

へ

伸

び

て

ゆ

く

あ
あ
立
花
中
学
校

友
情
の
花

咲
き
か
お
る
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む
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『
）
《
一

飢
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ぐ
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ぐ
ん
ぐ
ん
ぐ
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の
び
る

み

ど

り

の

こ

ど

も

ぐ
ん
ぐ
ん
ぐ
ん
ぐ
ん
の
び
る

み

ど

り

の

こ

ど

も

あ
お
い
そ
ら
を
み
て
ご
ら
ん

し
ろ
い
く
も
を
み
て
ご
ら
ん

耳

』

、

ぐ
ん
ぐ
ん
ぐ
ん
ぐ
ん
の
び
る

み

ど

り

の

こ

ど

も

二
、
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
す
す
め

み

ど

り

の

こ

ど

も

ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
す
す
め

み

ど

り

の

こ

ど

も

＄

■

■

●

ウ

ー

巳

ｑ

ｅ

昏

■

き
い
ろ
い
は
な
の
さ
い
て
い
る

４

『

■

↑

“

丘

、

ひ
ろ
い
は
も
や
ぱ
ど
揮
ま
で
も

巳

劇

。

ｄ

、

。

■

》

ど
ん
ど
ん
世
札
貨
沁
舗
す
め

み

ど

り

の

こ

ど

も
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渡辺
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‐FP ■ ■*

３

～

二
、
ば
ら
の
ア
ー
チ
も
に
こ
に
こ
と

な

か

よ

く

あ

そ

ぼ

う

と

よ

ん

で

い

る

毎

◇

。

〃

Ｌ

由

■

■

甲

■

］

早

凸
Ｐ
ら
■
●
ひ
Ｊ
“

た
の
し
い
み
ん
な
の
よ
う
ち
え
ん
さ

え

ほ

ん

も

つ

み

き

も

お

と

も

だ

ち

い

い

な

い

い

な

ラ

ン

ラ

ラ

ン

ラ

ラ

ン

〆

申

や

な

ぎ

し

ま

よ

う

ち

え

ん

一
、
さ
く
ら
が
お
お
き
く
て
を
ひ
ろ
げ

げ

ん

き

に

あ

そ

ぼ

う

と

よ

ん

で

い

る

あ

か

る

い

み

ん

な

の

よ

う

ち

え

ん

ジ
ャ
ン
グ
ル
す
な
ぼ
も
お
と
も
だ
ち

い

い

な

い

い

な

~

ラ

ン

ラ

ラ

・

ン

ラ

ラ

シ

や

な

ぎ

し

ま

よ

う

ち

え

ん

’

9
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》

１

ｉ
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】
ひ
げ

一

誤

司
Ⅱ
ｌ
凸
Ｔ

Ｆ

画

笥

室

腓

一
》
丁

ーｰ

１
１

､壷： .~?,噌・･噂： 常1F．

にこにこさんが
へ

きん諺もことりも

ぶらんこすなば

なかよしおともだ

なかよしおともだ

なかよしおともだ

ち

ち

ち

やってくる

かめさんも

すべりだい

１

２

３

~

I

I

、
ソ

ようちえん
ン

ようちえん
ー

ようちえん
ー

たのしい

たのしい

たのしい

あそびます

あそびます

まもります

みんなでげんきに

みんなでやさしく

みんなでじゅんばん

なきむしなんか いませんよ

いじめっこなんか いませんよ

いじ副っ“んか｜､ﾐ漬ませんよ
f字r童ご垂軍婆署I:g=3¥
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今

一一な参ﾗ多ララソ

ーーな今ﾗ今ララン

ーーな灸ﾗ昇ﾗﾗｿ

拍

拍

拍

今

ｆ

、

ゲ

ー

、

／

，

、

ｘ

Ｉ

Ｊ

〃

、

Ⅱ

リ

グ

ヘ

ー

ｊ

蒙

手

手

手

な

な

な

い

い

い

い

い

い

きくかわよう
ー

きくかわよう
酉

きくかわ主フ

ちえ－ん

ちえ－ん

ちえ－ん

１
１

§ 二
、
き
ん
ぎ
ょ
も
こ
と
り
も
か
め
さ
ん
も

な

か

よ

し

お

と

も

だ

ち

い

じ

め

っ

こ

な

ん

か

い

ま

せ

ん

よ

み

ん

な

で

や

さ

し

く

あ

そ

び

ま

す

※

（

以

下

一

に

同

じ

）

三
、
ぶ
ら
ん
こ
．
》
ず
ぽ
ぱ
’
，
~
す
べ
り
だ
い

ず

許

~

な

が

よ

し

お

と

も

だ

ち

：
年
~
い
じ
わ
る
な
ん
か
い
ま
せ
ん
よ

~
砧
み
ん
~
趣
燕
瞳
典
ん
戯
ん
ま
も
り
ま
す

・
蕊
・
小
戦
￥
《
、
《
ゴ
~
~
※
（
以
下
一
に
同
じ
）

一
、
に
こ
に
こ
さ
ん
が
や
っ
て
く
る

な

か

よ

し

お

と

も

だ

ち

な

き

む

し

な

ん

か

い

ま

せ

ん

よ

み

ん

な

で

げ

ん

き

に

あ

そ

び

ま

す

無
た
の
し
い
よ
う
ち
え
ん

き

く

、

か

わ

よ

う

ち

え

ん

い

い

な

い

い

な

ラ

ン

ラ

ラ

ン

ラ

ラ

ン
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■
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一
吟
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一
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．
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庁

咽

鈩

夛

↑

宅
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や

》
・
一
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Ｆ
■
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ｆ
弔
皿
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二
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伊

ト
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恥

曝

■
宇
宇

色
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》

恥

甲

命
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~

~

■
Ｂ
■
■
２
日
目
●
Ｐ

。

ｆ

皆

》

一

▲

凸

■

○

一

咽

グ

ー

・

訟

等

１

℃
ｂ
巳

・

雫

国

電

~

~

１Ａ

，

‐

た
む

ぺ

Ｊ

零

＄

ｔ

・

・

て

■
■
■
合

■

Ｆ

Ｆ

Ⅱ

■

■
■
画

‐

．

．

〃

趣

法

聾

孔

戸
色
目

や
ｂ
』
令
■
恥
Ⅱ
■
ロ

十
牽
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▼

■

・

副

‘
晶
寸
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ｒ
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湯
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函
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過
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砧
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一

色

令
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声

琴
腱
~
臆

溺

蜀

吃

屯

一

に
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守
孝
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今
畠
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■
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い
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各
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二
、
お
は
な
が
き
れ
い
う
さ
ぎ
も
い
る
よ

お

す

べ

り

ぶ

ら

ん

こ

お

と

も

だ

ち

み
ん
な
で
て
を
つ
な
ご
う

お
お
き
な
わ
を
つ
く
ろ
う

せ
ん
せ
い
に
こ
に
こ
わ
ら
っ
て
る

さ

ん

て

ら

よ

う

ち

え

ん

、
、
ｄ
ｐ
Ｔ
■
や

ラ

ラ

ラ

ラ

ン

い

い

な

｜
、
あ
か
る
い
ま
ど
に
こ
と
り
が
な
く
よ

ピ

イ

チ

ク

な

か

よ

し

お

と

も

だ

ち

み
ん
な
で
う
た
い
ま
し
ょ
う
“
十
Ｑ
一
■
０
巳
昏

げ
ん
き
に
あ
そ
び
ま
し
ょ
う
．
：
~
．
・
難
《

お
ひ
さ
ま
に
こ
に
こ
~
わ
ら
っ
て
号
》
~
さ
ん
て
ら
よ
う
ち
え
ん
~
、
．
▲
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｜

ラ

ラ

ラ

ラ
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い
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ｒ
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《
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の

１

１

８

１

１
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４

一
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一
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Ⅱ
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雫
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一
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二
、
ぶ
ら
ん
こ
．
す
な
ぱ
す
べ
り
だ
い

な

か

よ

し

さ

ん

が

あ

づ

ま

っ

て

に

こ

に

こ

げ

ん

き

に

あ

そ

び

ま

す

そ

ら

か

ら

お

ひ

さ

ま

な

か

ま

い

り

。

。

炉

』

、

・

ひ

き

ふ

れ

よ

・

う

ち

え

ん

い

~

い

な

ラ

ラ

ン

ラ

ラ

ン

ラ

ン

ラ

ン

一
、
ひ
き
ふ
れ
よ
う
ち
え
ん
た
の
し
い
な

な

か

よ

し

さ

ん

が

あ

つ

ま

っ

て

あ

か

る

く

う

た

っ

て

あ

そ

び

童

す

こ

と

り

も

ピ

イ

チ

ク

な

か

ま

い

．

り

ぃ

●

函

６

ひ
き
ふ
ね
よ
畠
ノ
ち
え
ん

い

い

な

ラ

ラ

ソ

ラ

ラ

ン

ラ

ン

ラ

ン
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⑬
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＝
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1J

舅
よ

１
１
９

斗
E丑

’曙ヨ 罫“

た の~ し．. ． 、いみんなの うせい よ－うち・えん．いい睡こ

魚
二
、
に
こ
に
こ
お
ひ
さ
ま
み
て
る

う

れ

し

い

な

ラ

ラ

よ

う

ち

え

ん

き

れ

い

な

お

は

な

Ｐ

ｂ

印

十

０

■

Ｆ

■

伊

ｄ

Ｐ

ｏ

由

■

・

伽

、

字

ピ

イ

チ

ウ

こ

と

り

『

・

崎

亨

但

．

牛
二
異
暉

妬

な

か

よ

く

あ

そ

び

ま

し

よ

・

出

土

畝

。

’

・

鼎

跡

恥

ラ

ン

ラ

ラ

ン

ラ

ラ

ン

ラ

ラ

ン

ラ

ラ

ラ

ン

ラ

気

●

灘

；

・

”

》

姥

．

Ｅ

た
・
の
し
い
み
ん
錘
の
．
”
《
昨
~
・
熱
《
息

~

更

正

幼

稚

園

、
~
ざ
~
~
峰
~

~

う

。

~

~

い

い

な

一
、
み
ど
り
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
よ

う

れ

し

い

な

ラ

ラ

よ

う

嵩

ご

え

ん

、

~

・

~

~

ぶ

必

孔

迄

お

す

べ

り

ジ

ャ

ン

グ

ル

す

な

ば

』
▲
４
，
，
Ｆ
▲
ず
■
■

■

な

か

よ

く

あ

そ

び

ま

し

ょ

告

■

や

ジ

ウ

巳

？

ｄ

句

十

ラ

ン

ラ

ニ

フ

ゾ

ー

ジ

ラ

ン

ラ

ラ

ン

ラ

希

ざ

た
の
し
い
み
ん
な
の
一
『
・

更

正

幼

稚

園

い

い

な

１
１
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ｄ

８
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Ｔ

０

Ｌ

７

凸

Ｉ

ｇ

０

ｌ

１
１
１
１
叩

一

ー

l~ み ど り 一

一

１
１

’ ’

み－ん左;ずんきなおともだちｴ､_"うちえんがこ室れた あかるくたのしい

~
~
‐

’

１

１

１

１

．

‐

１

１

１

川

口

■

■

■

・

(拍手)さ細倉
÷←

たち姪たエ・うち
ー

わたしたちのランラン え－んtハLへた し池産 うれしい左

伊

呈

一
、
み
ど
り
に
か
こ
ま
れ
た

あ

か

る

く

た

の

し

い

よ

う

ち

え

ん

み

ん

な

げ

ん

き

な

お

と

も

だ

ち

い

い

な

い

い

な

う

れ

し

い

な

わ
だ
し
た
ち
の
ラ
ン
~
ラ
ン
た
ち
ば
な
よ
う
ち
え
ん

。

勘

ご

《

蹄

，

別

《黄
酔
■

Ｍ

》

一

二

、

に

こ

に

こ

お

ひ

さ

ま

が

、

．

》

ぬ
わ
っ
て
諒
火
の
し
い
よ
う
ち
え
ん

一
~
》
ジ
ャ
ン
グ
ル
ぶ
ら
ん
こ
な
か
よ
し
さ
ん

い

い

な

い

》

い

な

う

れ

し

い

な

一

わ

た

く

し

た

ち

の

ラ

ン

ラ

ン

~

た

ち

ば

な

・

よ

う

ち

え

ん

三
、
ま
ど
に
ほ
こ
と
り
さ
・
ん
．

ピ

イ

チ

ク

た

の

し

い

よ

う

ち

え

ん

お

は

な

し

き

い

た

り

う

た

っ

た

り

い

い

な

い

い

な

：

：

う

れ

し

い

な

わ

た

く

し

た

ち

の

ラ

ン

ラ

ン

た

ち

ば

な

よ

う

ち

え

ん

ラ
ゴ
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◇猿閲佐佐木信綱／作歌佐藤 忠／作曲田村虎蔵 ~
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